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研究実績 

の概要 

プロセッサとFPGAが一つのデバイスに集積されたSoC FPGAの1つである Xilinx ZYNQ

プロセッサで動作する Linux 上において、ソフトウエアプログラマが容易に利用可能な

FPGA ハードウエアアクセラレーション可能なハードウエアライブラリ開発に関する研

究を行った。 

このようなハードウエアライブラリの役目は、主に画像処理などの重い処理のアクセラ

レーションである。画像処理用のライブラリとして有名なOpenCVについては、既にXilinx

からハードウエアライブラリが提供されている。本研究では、より基本的な標準ライブラ

リ(数学ライブラリなど)をハードウエア化することにより、様々なプログラムの性能向上

を行うことを目指した。  

実装基盤として、ARMプロセッサ（SW部）とFPGA部(HW部)が混載されているZYNQ

プロセッサ(Xilinx社)を選択し、さらにその上で実行する OSとして Xillinux (Xillybus社)を

用いた。これを用いて構成した HW部の構成を図 1に示す。ARMプロセッサと HW部は

入力用・出力用の FIFOを通してデータを授受する。テスト回路の部分にアクセラレーシ

ョンを行うHW処理を実装する。HW処理の設計には、Xilinx VIVADOの高位合成ツールを

用いた。 

画像処理などでは、データ並列性が高いことからパイプライン処理を行うことにより

FIFO によるデータ転送時間のオーバーヘッドを隠ぺいすることが可能となり、総じて処

理性能を向上することができる。一方、今

回の検討では単一データを授受するよう

な形となり、処理によっては、HWへ転送

するよりも(遅くても)SW でそのまま実行

した方が早いという物も出てくることが

考えられたため、ライブラリ中のすべての

関数をハードウエア化するのではなく、い

くつかのライブラリ関数について実行時

間の評価(ソフトウエア実行時と HW アク

セラレーション時との比較)を行うことと

した。現在、数学ライブラリの関数につい

て評価を行っている。 

成果資料目録 なし 

図 1 ZYNQを用いたSW/HW構成 

 


